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郊
外
住
宅
団
地
の
課
題
解

消
を
図
る
第
一
回
「
住
宅
団

ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

地
再
生
」
連
絡
会
議
が
一
月

三
十
日
、
東
京
・
後
楽
園
の

す
ま
い
・
る
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
国
土
交
通
省
や
地
方

公
共
団
体
、
住
宅
金
融
支
援

機
構
な
ど
に
加
え
、
業
界
関

係
か
ら
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
グ
ル

ー
プ
、
積
水
化
学
工
業
㈱
、

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
は
調
査
・
測
量
か

一
般
社
団
法
人
リ
ビ
ン
グ
ア

メ
ニ
テ
ィ
協
会
な
ど
が
参
加

し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
先
進
事
例

の
調
査
・
研
究
や
意
見
交
換

を
進
め
て
い
く
。

大
都
市
・
地
方
中
心
都
市

の
郊
外
住
宅
団
地
は
道
路
や

公
園
が
整
備
さ
れ
、
居
住
環

ら
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理

ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
セ
ス

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
最
新
技
術

を
活
用
し
、
建
設
現
場
の
生

産
性
向
上
を
図
る
取
り
組

み
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
産

学
官
が
連
携
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の

革
新
的
技
術
の
現
場
導
入
や

三
次
元
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど

を
推
進
し
て
い
く
。

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設

立
総
会
に
は
企
業
、
関
係
団

境
も
良
好
だ
。
し
か
し
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
っ

て
空
き
家
の
増
加
や
土
地
利

用
需
要
と
の
乖
離
な
ど
の
問

題
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
た
め
国
交
省
、
地
方

公
共
団
体
、
関
係
機
関
・
団

体
、
民
間
事
業
者
な
ど
二
百

体
、
有
識
者
、
地
方
公
共
団

体
な
ど
の
会
員
約
二
百
四
十

名
が
出
席
。
規
約
の
承
認
に

続
い
て
会
長
に
小
宮
山
氏
、

副
会
長
に
宮
本
洋
一
一
般
社

団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会

副
会
長
兼
土
木
本
部
長
、
企

画
委
員
に
才
賀
清
二
郎
一
般

社
団
法
人
建
設
産
業
専
門
団

体
連
合
会
会
長
ら
を
選
任
し

た
。
ま
た
三
つ
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
の
設

置
を
了
承
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
小
宮

山
会
長
は
「
昨
今
で
は
デ
ィ

ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
機
械
技

七
十
六
団
体
は
新
た
に
同
連

絡
会
議
を
発
足
。
一
致
協
力

し
て
中
古
住
宅
リ
フ
ォ
ー

術
の
向
上
な
ど
に
よ
り
カ
ン

ブ
リ
ア
紀
の
生
物
大
爆
発
以

来
の
た
い
へ
ん
な
革
命
が
起

き
つ
つ
あ
る
。
建
設
産
業
が

３
Ｋ
と
揶
揄
さ
れ
て
い
て
は

産
業
と
し
て
成
り
立
た
ず
、

技
術
者
・
技
能
者
の
減
少
を

食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
皆
さ
ま
と
共
に
広
い
視

野
で
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

盛
り
立
て
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
活
発
な
事
業
活
動
へ

意
欲
を
示
し
た
。
ま
た
宮
本

副
会
長
が
「
建
設
産
業
人
口

は
今
後
も
大
き
く
減
少
し
て

い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
生
産
体
制
を

維
持
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能

で
持
続
的
成
長
も
望
め
な

い
。
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

変
革
へ
の
絶
好
の
機
会
と

し
、
処
遇
改
善
な
ど
で
魅
力

あ
る
業
界
に
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
石
井
国
交
相
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
「
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
。
昨
年
は
土

工
事
例
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
で
生
産
性

の
二
割
増
加
を
実
現
し
た
。

昨
年
の
生
産
性
革
命
元
年
に

ム
・
流
通
を
促
進
し
、
子
育

て
世
帯
に
提
供
す
る
と
と
も

に
、
生
活
利
便
施
設
や
高
齢

者
居
住
施
設
の
立
地
誘
導
、

住
民
に
よ
る
維
持
管
理
や
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

な
ど
を
め
ざ
す
。

当
日
の
初
会
合
に
は
二
百

名
超
が
出
席
。
由
木
文
彦
国

交
省
住
宅
局
長
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
高
度
経
済
成

長
期
に
建
て
ら
れ
た
多
く
の

住
宅
団
地
は
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
が
、
人
口
・

対
し
、
今
年
は
新
た
な
前
進

の
年
と
位
置
づ
け
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
革
新
的
技
術
の
導

入
を
推
し
進
め
て
い
き
た

い
。
産
学
官
が
連
携
し
、
給

料
と
休
暇
と
希
望
の
あ
る
新

し
い
３
Ｋ
の
実
現
に
向
け
て

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
飛

躍
・
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

祈
念
す
る
」
と
述
べ
、
積
極

的
な
取
り
組
み
を
訴
え
た
。

当
面
の
事
業
活
動
で
は
技

術
開
発
・
導
入
Ｗ
Ｇ
で
ニ
ー

ズ
・
シ
ー
ズ
の
抽
出
や
建
設

技
術
研
究
開
発
助
成
制
度
の

公
募
・
選
定
を
行
い
、
現
場

へ
の
導
入
を
試
み
る
。
三
次

元
デ
ー
タ
流
通
・
利
活
用
Ｗ

Ｇ
で
は
デ
ー
タ
標
準
や
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
へ
集
積
可
能

な
デ
ー
タ
・
利
活
用
ニ
ー
ズ

に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
今

夏
を
め
ど
に
デ
ー
タ
利
活
用

方
針
を
策
定
。
海
外
標
準
Ｗ

Ｇ
で
は
基
準
類
の
国
際
標
準

化
の
動
向
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
で
構
築
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
、
発
注
方
式
、
検
査

方
式
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

を
検
討
し
て
い
く
。

世
帯
の
減
少
や
高
齢
化
に
伴

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
。
皆
さ
ま
と
連
携

を
密
に
し
て
再
生
に
努
め
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
会
長
に
横
浜

市
、
副
会
長
に
大
分
市
を
選

出
し
、
平
原
敏
英
横
浜
市
副

市
長
が
「
従
来
の
枠
を
超
え

て
課
題
を
解
決
し
よ
う
」
、

桑
田
龍
太
郎
大
分
市
副
市
長

が
「
互
い
に
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
う
場
に
し
た
い
」
と
協

力
を
呼
び
か
け
た
。
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由木住宅局長

約240名が集い設立総会

革
新
的
技
術
を
導
入
し
て
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
を
め
ざ
す
「
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
推
進
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
設
立
総
会
が
一
月
三
十
日
、
東
京
・
平
河
町
の
砂
防
会
館
で
開
か
れ
、
会
長
に
小
宮
山
宏
㈱

三
菱
総
合
研
究
所
理
事
長
が
就
任
し
た
。
石
井
啓
一
国
交
相
や
産
学
官
の
会
員
が
一
堂
に
集
い
、
技
術
開
発
・
導

入
、
三
次
元
デ
ー
タ
流
通
・
利
活
用
、
海
外
標
準
の
三
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
新
技
術
の
発
掘
や

企
業
間
連
携
、
海
外
展
開
を
促
進
し
、
生
産
性
が
高
く
魅
力
的
な
建
設
現
場
を
創
出
す
る
。

石井国交相 小宮山会長

すまい･るホールで開催


